
胸部原発などの固形腫瘍の臨床検体を用いた、遺伝子のプロファイリング・免

疫応答解析究 

 

研究対象： 

国立がん研究センター中央病院において、胸部原発などの固形腫瘍に対して治

療（全身化学療法、放射線療法など）を検討している、またはその可能性があ

る患者さんです。 

 

研究の概要： 

近年、がん細胞が増殖、浸潤、転移するメカニズムが、様々な方法によって次

第に明らかにされてきました。けれども、同じ種類のがんに対する同じ抗がん

剤の治療でも、効果や毒性の出方には患者さんごとに差があります。しかしそ

の要因については現在のところわかっていません。この研究の目的は、患者さ

んの治療前後の血液、腫瘍組織を用いて遺伝子の発現や免疫学的プロファイリ

ングを行うことにより、抗がん剤の治療効果や毒性に関連する体細胞遺伝子変

異（およびそれに伴う「遺伝子発現」の変化）や免疫学的特徴を新たに見つけ

出すことです。 

 

対象症例期間：2015 年 7 月 1 日～2020 年 3 月 31 日 

 

研究の意義： 

抗がん剤の効果を予測できるマーカーがみつかった場合、現在の標準治療では

その抗がん剤を使用していない患者さんに対して、今後適切に投与できる可能

性や、効果をみこめない患者さんに投与することを防ぎ、必要のない副作用に

苦しむ期間をなくすことが考えられます。この研究により、みつかった遺伝子

をいかして薬剤開発につなげられることが期待されます。 

 

方法：病理診断後に残った試料の一部を使用し、組織から DNA および RNA を

抽出します。抽出された DNA、RNA から、さまざまな手法を用いて遺伝子の後

天的な変化、発現量、先天的な差異の解析（「遺伝子プロファイリング」と呼び

ます）を行います。腫瘍組織から抽出した DNA および RNA からは、がん細胞

に生じた後天的な変化（体細胞遺伝子変異）とがん細胞における遺伝子発現の

状態を解析し、がん治療の効果を予測するバイオマーカーを探します。後天的

な変化だけを選び出すため、あなたの非腫瘍組織の DNA および RNA も比較対

照として合わせて解析することがあります。また、結果を検証するため、一部

免疫組織化学染色(めんえきそしきかがくせんしょく)などの方法でタンパク質



を調べることもあります。血液は、単核球と血漿を分離し、免疫系を構成する

各細胞群の細胞数解析したり、各細胞群の機能や亜集団を反映する表面マーカ

ーの解析を行います。 

 

個人情報保護に関する配慮： 

「人を対象とする医学研究に関する倫理指針」を遵守し、倫理面に十分な配慮

を行って研究を進めます。この研究に関する試料、データは、国立がん研究セ

ンター中央病院内にある研究事務局により、個人を特定できないように記号化

した番号（匿名化番号）により連結可能匿化し管理され、あなたの個人情報を

特定できる形で使用することはありません。診療録における個人識別番号と匿

名化番号の対応表は、施錠された室内のパスワードで保護され暗号化されたコ

ンピュータ内でのみ管理します。また、この研究における個人情報は、カルテ

番号、生年月日、イニシャルの 3 項目です。なお、この研究が適切に行われて

いるかどうかを第三者の立場で確認するために、当センター臨床研究監査を担

当する部門のものが、あなたのカルテやその他の診療記録などを拝見すること

があります。このような場合でも、担当者には守秘義務があり、あなたの個人

情報は守られます。またこの研究で得られたデータを、この研究以外の目的で

使用することはありません。患者さん等からのご希望があれば、その方の診療

録は研究に利用しないようにしますので、いつでも次の連絡先まで申して出て

ください。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒104-0045 東京都中央区築地 5-1-1 

国立がん研究センター中央病院 呼吸器内科 後藤悌/山本昇/久保絵美 

FAX 03-3545-3567 TEL 03-3542-2511(代表) 


